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小さな体、大きな命
　10月29日（火）、中里保育園に、かわいい犬と猫

がやってきました。

　連れて歩いたり、撫でたり、恐がって泣いちゃ

ったり、心臓の音を聞いてみたり……など。

　犬の心臓の音はどんな音？

　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　’講、欝叢
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　60歳未満の国尽年金第7号被保険者であって年

間60日じんヒ農業に従事されてし￥る方であれば誰で

も加λできます。農地を持たない農業者や家族従事

者の方も加八できます。

　財政方式につし￥ては、自分の年金を自分自身が積

み立てる積立方式になりました。

積立方式には、年金の受取額を予め浜めて、この

受取額に必曹な保険料を後から浜めるとし￥う確定給

付型と、年金の受取額を予め浜めずに、保険料と老

の運用結果によって年金の受取額を浜める確定拠出

型の2種類があり、農業者年金は確定拠出型です。

　これは保険料を変動させることな＜、将来の少子

高齢化社会に対応し、加入者の皆さんが宜心して老

後生活を過ごせるように、と設けられた制度です。

　認定農業者等一定の曹件を備えた意欲ある担い

手に対し、目額2万円の保険料に対して加入条件や

年齢に応じて、7万円、6千円、4二F円が国から助

威され、納めて頂く額は目姻万円、1万4千円、

1万6千円で済み、保険料の負担が軽減されます。

経営を継承した場合等に目々2万円の保険料を納め

たことに相当する年金（農業者老齢年金＋特例付加

年金）を受けとることができます。

　なお、政策支援を受けてし￥る期間中の保険料は、

2万円で固定されてし￥ますので変更はできません。

　政策支援（保険料の国庫助戚）を受けなし￥場含、

保険糾を目額最低2万円から最高6万7千円まで二F

円単位で加入者ご自身が選択できます。

　これにより、加7＼者ご自身の老の時匂の所得状況

や老後の生活設計などに応じて保険糾をいつでも貝

直して変更することができますので、ご自身のライ

フプランに含わせた年金の設計ができます。

　農業者年金の保険料は全額社会保険料控除の対象

となります。

この控除により、確定申告時の課税所得を減らせ

ることで、納税額も少なくなります。収くを預貯金

に回した場含は、このような控除は受けられません。

　支払われる年金額にも、公的年金等控除が適用さ

れます。

年金給付は、加7＼者自身が納めた保険料と老の運

用益を基礎とする農業者老齢年金と、保険料の国庫

助威分と老の運用益を基礎とする特例付加年金があ

ります。

　加八者や受給者等が80歳までに死亡した場合に

は、80歳までに受け取るはずであつた農業者老齢

年金の現在価値相当額を死亡一時金として遺族が受

給できます。（特例付加年金については、死亡一時

金はありません。）

　なお、特例付加年金を受給する場合は、農業者老

齢年金も併せて受給することになります。

積み立てられた保険料は農業者年金基金が一括し

て守全かつ効率的に運用します。

　また、運用威績が不調な場含に備えて運用益の一

部を準備金として留保するなど、できる眼り元本割

れのないよう備えております。

　農業者年金に加八した後、途中で脱退しても積み

立てた保険料に基つく年金は受け取れます。

　新制度の農業者老齢年金は、旧制度のようなr加

λ期間が20年以上必薯」という曹件がありません

ので、農業者年金に加1入して保険料を納めて頂いた

方であれば、加入期間が短時間であつても65歳か

ら年金を受け取ることができます。

　また、ご本人の希望により受給開胎年齢を60歳

まで繰り一ヒげることもできます。

加入のお申込みやご相談は、農業委員会およびJAへお間合わせください．
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　地球規模の環境問題で『オゾン槽の破壊』『酸性雨』『地球温暖化』と掲載してきました。いずれ

も大量生産、大量消費、大量廃棄をベースにしたライフスタイルの変化で私たちの快適な暮らしや

経済活動が環境への負荷を増大させ地球規模での環境問題を引き起こしていることでした。

　私たちがしなければならないことは、『ものを大切に』『エネルギーのむだ使いをしない』『自動

車の適正使用』『植物の大切さ』などです。

今回は環境間題の用語や取り組みについて掲載します。

①ゼ・・エミツション

　　　　工場や農場から出るいらないものを、そのまますてない

　　　で他の産業の原料として使い、ごみとして捨てることをで

　　　きるだけゼロにする取り組み

②パーク・アンド・ライド

　　　　自動車を駅やバス停の近くの駐車場にとめて、電車やバ

　　　スに乗り換えて出かけること。自動車の利用を控えること

　　　で二酸化炭素を削減し大気汚染も少なくする。

例えば、ヒー／し工場から出た

ヒー／しのしぽりかすは、農場

で牛やぶたのえさにしている

のね1
○

③環境アセスメント

　　　　新しく道路やダム、発電所などをつくろうとするとき、

　　　工事をする前にみんなで話し合い、よく調べて、少しでも

　　　環境にやさしい計画にしていくこと。

④グリーン購入

　　　　買い物をするときに、環境のことをよく考えて環境にや

　　　さしいものを買うこと。再生紙で作られたノートを買ったり、

　　　省エネ型家電製品を買う。また、レジ袋をもらわないため

　　　に、マイバックを持っていくこともグリーン購入。

　　　　グリーン購入に取り組んでいる人のことをグリーンコン

　　　シューマーと言います。

アアみ

隊

縮繍、．

　

装該　　　葦
　，換．　　凄

　　　　　構

⑤自然工孝ルギー

　　　　風の力を使った風力発電や太陽の光を使った太陽光発電

　　　など、自然の力や熱を使って作るエネルギーのことを言い、

　　　火力発電と違って二酸化炭素をださないので環境にやさし

　　　いエネルギー。

このマークは環境にやさ
しい商品のしるしだよ。

⑥ヒートアイランド現象

　　　　ビルや道路の多い都市は、太陽熱によってコンクリート

　　　やアスファルトがとっても熱くなっています。また、ビル

　　　の冷房や暖房、自動車から熱がたくさんでているため、都

　　　市の中心部はその周りよりも気温が高くなっている現象。

健
　　　　』■　　」■■』』　　」■蘭』
　　　■■■■■■■　　』■■rF一『■■』　　』■■甲一『『■■匹

　　　■■■■■■■　一　　　一　層　　　口■巴
　　　　一　一　　　　一　層■■　　　　一
　　　　一　陶　　　　一一　　　　瞠
　　　　一　一　　　　一　－　　　　■■躍
　　　　一　■■■　　　一　 一　　　■■騨

　　　　■■醤　魍■■』幅一■■■r　　『■■』一f■■膨

　　　　一　　『r■■7　　　『嘲■臼7

古紙配合率100％再生紙を使用しています

◎うにわ蝕

難懇
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信
濃
川
・
清
津
川
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
未
来
を
考
え
る

　
1
0
月
2
6
日
出
、
中
里
村
総
合
セ
ン

タ
ー
で
『
信
濃
川
・
清
津
川
の
未
来

を
考
え
る
全
国
集
会
I
N
中
里
』
が

行
わ
れ
、
会
場
に
は
全
国
か
ら
約

1
0
0
名
も
の
人
た
ち
が
集
ま
り
ま

し
た
。

　
中
里
村
で
は
清
津
川
ダ
ム
建
設
反

対
運
動
が
実
り
、
今
年
の
7
月
に
ダ

ム
建
設
中
止
と
い
う
成
果
を
成
し
遂

げ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
こ
の
集
会

は
、
全
国
で
も
同
様
の
ダ
ム
建
設
中

止
を
勝
ち
得
た
N
G
O
な
ど
に
よ
る

活
動
経
験
や
方
法
な
ど
の
報
告
、
情

報
交
換
が
行
わ
れ
、
会
場
に
集
ま
っ

た
人
達
は
、
真
剣
な
表
情
で
聞
き
、

そ
し
て
積
極
的
な
意
見
が
出
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
集
会
の
中
で
、
中
里

村
と
同
様
の
境
遇
で
、
分
水
発
電
に

伴
う
水
利
権
更
新
の
反
対
運
動
を
展

開
し
て
い
る
静
岡
県
川
根
町
の
河

野
町
長
と
山
本
村
長
が
握
手
を
交
わ

し
、
こ
の
問
題
に
対
し
て
お
互
い
に

協
力
・
協
調
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
雛

聯

堀
麟
　
．

の
　
　
　
　
、

　
　
　
　
ヨ
　
じ
ド
ド

　
　
ヤ
リ
き

　
　
　
　
　
　
ず
リ
　
ド

　
　
　
嚢
叢

　
　
　
董

蒸
蓬
一
隔

聾
　
　
灘
・
謙

夢
『
難
卜

灘
．
嚢

・
峯
鮭
醗
簸
懸

＞
川
根
町
長
と
握
手

村
民
マ
ラ
γ
鎗

．
大
会
成
績
結
繋
．
・

　
1
0
月
1
3
日
㈲
、
さ
わ
や
か
な
秋
晴

れ
の
中
、
中
里
中
学
校
周
辺
で
『
第

26

回
村
民
マ
ラ
ソ
ン
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ

大
会
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
一
生
懸
命
走
る
選
手
た
ち
の
姿

に
、
周
囲
で
見
て
い
る
人
た
ち
に

も
力
が
入
り
、
我
が
子
を
見
つ
け
た

ご
両
親
の
中
に
は
、
一
緒
に
な
っ
て

走
っ
て
い
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
優
秀
な
成
績
を
納
め
た
方
た
ち

は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
1
位
、
2

位
、
3
位
の
順
で
報
告
し
ま
す
。
）

◆
小
学
生
－
年
男
子
（
2
㎞
）

　
高
野
大
樹
、
志
田
将
紀
、

　
渡
辺
大
貴

◆
小
学
生
1
年
女
子
（
2
㎞
）

　
志
田
美
紀
、
藤
田
睦
子

　
川
田
梨
沙

◆
小
学
生
2
年
男
子
（
2
㎞
）

　
阿
部
誠
人
、
服
部
弾
馬
、

　
瀧
澤
元
気

◆
小
学
生
2
年
女
子
（
2
㎞
）

　
江
口
若
菜
、
滝
沢
仁
美

　
服
部
奈
々
絵

◆
小
学
生
3
年
男
子
（
3
㎞
）

　
服
部
勇
馬
、
南
雲
浩
斗
、

　
南
雲
貴
光

◆
小
学
生
3
年
女
子
（
2
㎞
）

　
南
雲
舞
、
井
之
川
真
紀

　
吉
楽
香
菜
子

◆
小
学
生
4
年
男
子
（
3
㎞
）

　
林
隼
人
、
鈴
木
竜
峰
、

　
廣
田
健
汰

◆
小
学
生
4
年
女
子
（
2
㎞
）

　
廣
田
真
祈
子
、
古
高
夏
海
、

　
川
田
麻
奈

◆
小
学
生
5
年
男
子
（
4
㎞
）

　
志
田
大
貴
、
田
中
陽
介
、

　
阿
部
健
人

◆
小
学
生
5
年
女
子
（
3
㎞
）

　
太
島
佑
佳
、
高
橋
杏
奈
、

　
井
ノ
川
香
奈

◆
小
学
生
6
年
男
子
（
4
㎞
）

　
南
雲
洗
太
、
鈴
木
大
貴
、

　
渡
辺
和
広

◆
小
学
生
6
年
女
子
（
3
㎞
）

　
中
島
由
貴
、
関
谷
千
里
、

　
古
高
愉
帆

◆
中
学
男
子
，
（
5
㎞
）

　
高
野
雄
毅
、
齋
喜
哲
也
、

　
鈴
木
直
人

◆
中
学
女
子
（
3
㎞
）

　
瀧
澤
ち
な
み
、
村
山
絵
理
、

　
富
井
奈
央

◆
一
般
男
子
（
3
㎞
）

　
滝
沢
智
、
鈴
木
一
夫
、

　
村
山
勝
利

◆
一
般
男
子
（
5
㎞
）

　
吉
楽
和
也

◆
一
般
女
子
（
2
㎞
）

　
上
原
明
美
、
山
田
千
代
子

　
根
津
輝
利
子

◆
小
学
生
男
子
リ
レ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
㎞
×
3
人
）

1
位
”
阿
部
健
人
、
南
雲
礼
央
、

　
　
　
林
隼
人

2
位
”
南
雲
圭
太
、
羽
鳥
光
太
郎
、

　
　
　
南
雲
洗
太

3
位
”
吉
楽
健
一
、
関
拓
哉
、

　
　
　
渡
辺
和
広

◆
小
学
生
女
子
リ
レ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
㎞
×
3
人
）

1
位
“
山
田
有
佳
子
、
根
津
美
里
、

　
　
　
鈴
木
敦
子

2
位
”
吉
楽
真
樹
、
林
愛
、

　
　
　
中
島
由
貴

◆
中
学
生
男
子
リ
レ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
㎞
×
3
人
）

1
位
”
高
橋
一
誠
、
井
ノ
川
健
、

　
　
　
田
中
康
平

2
位
”
中
島
有
基
、
藤
田
宗
丈
、

　
　
　
桑
原
智

3
位
”
高
野
雄
毅
、
樋
口
陽
平

　
　
　
樋
口
祐
也

◆
中
学
生
女
子
リ
レ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
㎞
×
3
人
）

1
位
”
村
山
絵
理
、
大
島
香
織
、

　
　
　
滝
沢
ち
な
み

2
位
“
内
山
江
理
香
、
桐
生
彩
花

　
　
　
根
津
舞
子

3
位
”
村
山
菜
美
、
村
山
綾
香
、

　
　
　
桑
原
麻
美

◆
一
般
男
子
リ
レ
ー
（
2
㎞
×
3
人
）

1
位
“
鈴
木
一
夫
、
吉
楽
和
也
、

　
　
　
滝
沢
智

．
2
位
“
廣
田
年
弘
、
村
山
勝
利
、

　
　
　
遠
田
登
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か
な
で
る
音
に
し
な
や
か
な
姿

，
匂
い
た
つ
美
し
さ
の
中
に
味
わ
い
の
あ
る
表
精

　
n
月
3
日
㈲
、
ユ
ー
モ
ー
ル
多
目

的
ホ
ー
ル
で
『
第
2
3
回
芸
能
祭
』
が

行
わ
れ
、
唄
・
踊
り
・
合
奏
な
ど

盛
り
沢
山
の
内
容
で
、
会
場
に
は
約

3
0
0
名
も
の
お
客
さ
ん
で
、
ホ
ー

ル
は
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。

　
艶
や
か
な
唄
や
踊
り
、
可
愛
ら
し

い
小
さ
な
踊
り
子
、
倉
俣
小
児
童
に

よ
る
手
話
を
取
り
入
れ
た
合
唱
、
清

津
峡
樽
ば
や
し
、
貝
野
小
リ
コ
ー

ダ
ー
、
息
の
合
っ
た
合
奏
な
ど
、
次

か
ら
次
へ
と
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た

ス
テ
ー
ジ
で
展
開
さ
れ
、
お
客
さ
ん

か
ら
は
声
援
や
拍
手
が
贈
ら
れ
、
見

て
い
る
側
と
発
表
者
、
双
方
が
一
緒

に
な
っ
て
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
し

た
。》

手
話
を
ま
じ
え
た
合
唱

》
場
内
に
響
き
渡
る
唄
声

〉
気
持
ち
を
ひ
と
つ
に
し
て

　
清
津
峡
た
る
ば
や
し

く
気
持
ち
の
伝
わ
る
踊
り

灘
難籔

〉
古
の
音
色
、
琴
の
合
唱

》
華
麗
な
（
？
）
「
ワ
ル
ツ
ィ
ン
グ
キ
ャ
ッ
ド
」

元
気
な
村
で
あ
る
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
里
村
健
康
ま
つ
り

　
H
月
3
日
㈹
、
総
合
セ
ン
タ
ー
及

び
ゆ
あ
ー
ず
を
会
場
に
『
2
0
0
2

健
康
ま
つ
り
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
健
康
ま
つ
り
は
『
休
養
・

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
～
自
分
な
り

の
リ
ラ
ッ
ク
ス
法
を
み
つ
け
ス
ト
レ

ス
解
消
H
～
』
を
テ
ー
マ
に
、
骨
密

度
検
診
や
体
力
測
定
な
ど
の
健
康
チ

ェ
ッ
ク
の
ほ
か
に
、
押
し
花
・
リ
ー

ス
作
り
、
も
ぐ
ら
た
た
き
な
ど
の
、

楽
し
い
要
素
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
総

合
セ
ン
タ
ー
前
は
子
供
た
ち
の
黄
色

い
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ゆ
あ
ー
ず
で
行
わ
れ
た
太

極
拳
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
4
0
名

も
の
人
た
ち
が
集
ま
り
、
初
め
て
の

矯
鱗

灘儲

》
バ
ザ
ー
や
も
ぐ
ら
た
た
き
な
ど

　
た
く
さ
ん
の
催
し
物

体
験
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
笑
顔
で

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

魏

露

　　　　羅繊魏鰍灘

縷

＞
太
極
拳
体
験
の
風
景

》
「
リ
ス
」
は
子
供
た
ち
に
大
人
気

平成14年11月10日広報なかざと5



艶蜘囎囎蹴職櫛鱗灘灘灘灘灘聯鱗耀耀羅襯騨纐轍糠灘欝欝徽麟麟騰聡　◆◆◆◆　プちナ1館

1　なかさと瀧スキー場　13構優蜥膨失甜息
姦　リフト券等について　箋位位勝勝はを勝ト会わ2・

1◆臨霧灘鵯雛1、鉱。。。円12纂嶽耀操つ
1◆車量耀難鐸鷺1：：ll：1：：ll灘1店三〇噂儒スた
嚢※軽住民限定（軽住巌ある証明必要）　馨　　　　たた1ボ育ケチ

1◆毎鱒鵡翻呈巻注話券交換）油　　　．陶
1※毎月第3日曜日は・12歳までのお子さんの膿　　，　　　　ボム

1乙騰癬辮製無料チケ．ト発行）　　　籔・、．囲　1プ
1◆靴縢中里季寸役場企画観光課　、撚醜懸失レ

　　　　　　　　四63－3111
　・12月28日以降（スキー場オープン後）

　　　⇒スキー場事務局　奮63－2778
簸顯顯鞭鵜羅撚灘纐蝋麟獺灘灘認磯羅翻嚇騰鰯棚襯騰懸鰯麟麗羅纏繍難議

7・8・9・10月のノ㌧オし結，果，

工　　　事　　　名 場』所 工事費 講負業者
重地地区水管布設水道4工区工事 重　地 2，572，500円 ㈲　信　濃　設　備

特定環境保全公共下水道事業下補第14－320号（8工区）汚水管渠新設工事 重　地 12，390，000円 ㈱　鈴　木　土　建

特定環境保全公共下水道事業下補第14－308号（4工区）汚水管渠新設工事 倉俣 4，777，500円 大　隆　建　設　㈱

村道改良事業村道東田沢神社線改良工事 東田沢 3，885，000円 ㈱　村　山　土　建

県単林道改良事業林道小出田代線舗装修繕工事　　・ 小　出 3，780，000円 上　越　舗　道　㈱

特定環境保全公共下水道事業下補第14－309号（7工区）汚水管渠新設工事 倉俣 12，915，000円 ㈱　星　野　建　設

農業施設災害復旧事業清田山地区水路管理農道災害復旧工事 清田山 1，785，000円 大　村　建　設　㈱

林道開設事業普通林道新屋敷線開設工事 貝　野 35，910，000円 ㈱　鈴　木　土　建

県単林道事業林道田代線交通安全施設設置工事 田　代 3，727，500円 南　　雲　　産　　業

雪寒地域建設機械整備事業除雪ドーザ13t級車輪式1台 18，165，000円 北陸キャタピラー
三菱建機販売㈱

消雪パイプ維持修繕事業村有消雪井戸3号井戸洗浄工 荒　屋 1，995，000円 ㈱　　　拓　　　越

水力発電施設周辺地域交付金事業村道如来寺大原線側溝補修工事 如来寺 6，300，000円 高　幸　建　設　㈱

水力発電施設周辺地域交付金事業村道如来寺大原線舗装維持工事 如来寺 2，572，500円 上　越　舗　道　㈱

緊急地方道路整備事業総合センター通り線消雪メーンパイプ工事 上　山 5，250，000円 ㈱　星　野　建　設

簡易水道事業中央地区配水管布設水道2工区舗装復旧工事 田　沢 6，090，000円 世紀東急工業㈱
特定環境保全公共下水道事業下補第14－4（9工区）汚水管渠新設工事 宮　中 15，540，000円 高　幸　建　設　㈱

特定環境保全公共下水道事業下補第14－4号（11工区）汚水管渠新設工事 堀之内 18，795，000円 大　村　建　設　㈱

簡易水道事業貝野地区配水管布設水道3工区工事 堀之内 13，965，000円 大　隆　建　設　㈱

簡易水道事業貝野地区配水管布設替下補9工区工事 宮　中 5，040，000円 ㈱　鈴　木　上　建

老朽住宅除去等事業老朽住宅改築工事 清津峡 28，875，000円 ㈱サンウッド新潟
簡易水道事業貝野地区配水管布設替下補12・13工区工事 宮　中 4，410，000円 ㈱　樋　口　水　道

村道市之越中ッルネ線改良工事 市之越 3，570，000円 大　村　建　設　㈱

特定環境保全公共下水道事業下補第14－412号（12工区）汚水管渠新設工事 宮　中 12，705，000円 ㈱　鈴　木　土　建

特定環境保全公共下水道事業下補第14－412号（13工区）汚水管渠新設工事 宮　中 7，665，000円 ㈱　瀬　切　建　設

特定環境保全公共下水道事業下委補第14－4－1号管渠実施設計委託 重　地 9，660，000円 ㈱巾央設計技術研究所

特定環境保全公共下水道事業下補第14－425号（14工区）汚水管渠新設工事 堀之内 2，278，500円 ㈲　　吉　　楽　　組

特定環境保全公共下水道事業下水道芋川土捨場整備工事 芋　川 5，880，000円 南　　雲　　産　　業

特定環境保全公共下水道事業路面本復旧（第14－1号）工事 倉俣 2，100，000円 福　田　道　路　㈱

特定環境保全公共下水道事業路面本復旧（第14－2号）工事 倉俣 3，885，000円 ㈱　共　立　舗　装

特定環境保全公共下水道事業路面本復旧（第14－3号）工事 宮　中 1，732，500円 ㈱　　植　　木　　組
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村では、平成14年度中里村生活交通確保計画を策定いたしました。

生活交通とは、鉄道、乗合バス、タクシー、スクールバス、通園バスや福祉バス・タクシー等の生活に必要な

交通のことをいいます。

バスに例えますと、これまではバス業者が営業のためにバスを運行していたわけですが、過疎化の進行、マイ

カーの普及等により利用者が減少し、バス事業者だけではすべてのバスの運行を維持してゆくことが困難になり

ました。また、道路運送法の改正による規制緩和から、バス事業への新規の参入や路線の廃止等が簡単な手続き

でできるようになりました。この結果、私たち自分の地域の交通確保（生活交通）は、国・県・市町村がそれぞ

れの役割分担により、自らおこなってゆかなければならなくなりました。

今回の計画は、こうした経緯に基づいて策定されたものです。

計画策定にあたり、17名の皆さんから検討委員会に参加していただき、村民の皆さんからお聞かせいただいた

ご意見等を基に計画を策定いたしました。

中里村生活交通確保の概要は、次のとおりです。

路線バスについては、一部路線の変更がありますがほぼ現状どおりとなっております。また、スクールバス、

通園バス及び福祉バス・タクシーについては、現状どおりとなっております。この他、これからは村内の生活交

通について、タクシーや村有バスの活用などを検討してゆくことになりました。

今回は、計画の初年度と新しい補助制度への移

行年度ということ、また村外の市町村との調整を

図りながらの計画づくりということより、現状を

維持することが中心となりました。このため、村

民の皆さんからのご意見を十分に踏まえた内容と

までは行きませんでしたが、今後の生活交通確保

計画へっなげてゆきたいと考えております。

皆さんからお寄せいただいたご意見は、総数で

21通となりました。主なものは次のとおりです。

幽
　；1F三蔦一買・二1F

　『

・役場～土市線を十日町駅までつなげて欲しい。

・役場～土市線を十日町病院や小千谷病院十日町診療所等を経由して十日町駅までつなげて欲しい。

・公共交通機関に頼らざるを得ない高齢者のために、公共交通を無くさないで欲しい。

・スクールバスが来ない地域にスクールバスを通して欲しい。

・保育園の通園バスを村営で運営して欲しい。

・長岡直通の急行バスを復活して欲しい。

　　　　　　　　　　　　　　貴重なこ意見をお寄せいただき、ありがとうこざいました。

◎
会
　
場
　
十
日
町
情
報
館

◎
受
講
料
　
無
　
料

◎
問
合
せ
先
　
県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
忠
0
2
5
－
2
8
4
1
6
1
1
0

に
い
が
た
連
携
公
開
講
座

の
御
案
内

　
県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
県
内
の
大
学

や
市
町
村
な
ど
と
連
携
し
て
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
身

近
で
か
つ
地
域
二
ー
ズ
に
対
応
し
た
テ
ー
マ
の
公
開
講

座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

①
◆
テ
ー
マ

　
「
身
近
な
環
境
問
題
を
考
え
る
　
大
気
汚
染
編
」

　
◆
講
　
師
　
新
潟
工
業
短
期
大
学

　
　
　
　
　
　
教
授
　
向
井
恒
三
郎
　
他

　
◆
日
　
時
　
H
月
1
6
日
出
　
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時

②
◆
テ
ー
マ

　
「
自
然
環
境
と
人
々
の
く
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
～
新
潟
県
の
天
気
と
く
ら
し
～
」

　
◆
講
　
師
　
上
越
教
育
大
学
　
教
授
　
中
川
清
隆

　
◆
日
　
時
　
H
月
3
0
日
㈲
　
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時

③
◆
テ
ー
マ

　
「
中
国
の
旧
正
月
～
日
中
の
民
族
文
化
の
比
較
～
」

　
◆
日
時
1
2
月
8
日
㈲
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時

④
◆
テ
ー
マ

　
「
い
ま
も
と
め
ら
れ
て
い
る
子
育
て
と
子
育
て
支
援
」

　
「
子
育
て
を
支
援
す
る
歯
の
知
識
」

◆
講
　
師

　
長
岡
大
学
　
専
任
講
師
　
松
信
ひ
ろ
み

　
明
倫
短
期
大
学
　
教
授
　
新
井
俊
二

◆
日
　
時
　
1
2
月
1
4
日
出
　
午
後
1
時
～
4
時
3
0
分

7　　広報なかさと平成14年11月10日



囹国国国

藏

大島颯人くん（1歳）⑳
巧さん・摩利子さん夫妻の長男（荒屋）

　ぱっちりした瞳が可愛らしい颯人

くん。家族の一員であるフェレット

の『ナル』が大好き。ナルの行動が

何かと気になるようです。

　生まれたときからナルと一緒だっ

たおかげもあり、動物が大好き。特

に犬が大好きで、吠えられようが、

飛びつかれようが、びっくりして泣

くことなく遊んでいるそうです。

　ご両親はそんな颯人くんに「とに

かく元気で」「一流スポーツ選手に

なって活躍するんだよね？」と話し

新
潟
県
立
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー

利
用
申
し
込
み
予
約
の
ご
案
内

　
平
成
1
5
年
4
月
－
日
か
ら
平
成
1
6
年
3
月
31
日
ま
で
の
利
用

申
込
み
予
約
を
、
次
の
と
お
り
受
付
け
ま
す
。

◎
利
用
申
込
み
予
約
の
受
付

◆
受
付
開
始
日
　
平
成
14
年
1
2
月
2
日
㈲

◆
受
付
時
間
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で

◆
受
付
方
法
　
電
話
で
お
願
い
し
ま
す
。

◆
利
用
で
き
る
団
体

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
お
お
む
ね
5
人
以
上
で
構
成
す

る
団
体
で
す
。

・
児
童
、
生
徒
、
学
生
（
成
人
の
引
率
責
任
者
が
必
要
で
す
。

　
た
だ
し
学
生
は
引
率
責
任
者
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。
）

・
青
少
年
団
体
及
び
サ
ー
ク
ル

・
青
少
年
指
導
者
、
教
員
、
青
少
年
育
成
者

・
そ
の
他
、
企
業
等
設
置
目
的
外
の
団
体

◆
利
用
申
込
み
予
約
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点

・
宿
舎
泊
は
定
員
2
0
0
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

・
宿
舎
泊
の
ほ
か
に
、
テ
ン
ト
泊
（
1
5
0
人
）
、
日
帰
り
研

　
修
が
可
能
で
す
。

◆
問
合
わ
せ
・
申
込
み
先
　
新
潟
県
立
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー

　
◎
0
2
5
6
1
7
7
1
2
1
1
1

」

i．『謬曙三

　Sマークは、厚生労働大臣許可の標準約

款制度に従って営業しているお店です。

　このSマークを店頭に表示しているお店

なら安全、衛生、技術が保証され、皆様の

信頼できるお店選びの大きな目安となりま

す。また万一の場合、事故賠償基準に基づ

いた補償も受けられます。

財団法人

新潟県生活衛生営業指導センター
　　　　　（盈025－283－5900）

標準営業約款（Sマーク）

u

厚生労働大臣許可

パ
ー
懸
醸
叢
慧
誹
の
皆
さ
ん

お
悩
み
事
灘
縢
蒙
懸
欝
か

～
1
1
月
は
県
の
『
パ
ー
ト
タ
イ
ム

　
　
　
　
労
働
相
談
月
間
』
で
す
～

　
賃
金
・
解
雇
・
労
働
条
件
等
に
関

す
る
悩
み
事
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
は
無
料
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。

◆
労
働
相
談
は
労
政
事
務
所
へ

　
労
政
事
務
所
は
労
働
に
関
す
る
相

秋
の
獲
鱗
難
勤
鑓
動

　
　
　
　
　
　
　
叢
．
施
中

　
十
日
町
地
域
で
は
、
1
1
月
9
日
か

ら
1
5
日
ま
で
の
一
週
間
「
秋
の
火
災

予
防
運
動
」
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
季
、
暖
房
器
具
な

ど
火
気
を
使
用
す
る
機
会
が
増
え
て

き
ま
す
。

　
次
の
3
つ
の
こ
と
を
特
に
注
意

し
、
火
の
用
心
を
お
願
い
し
ま
す
。

1
．
寝
タ
バ
コ
は
絶
対
や
め
る

2
．
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
側
を
離
れ

　
　
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

3
．
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の

　
　
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

　
そ
の
他
、
火
の
取
扱
い
に
は
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

談
に
常
時
応
じ
て
い
る
県
の
機
関
で

す
。
弁
護
士
相
談
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
相
談
も
受
け
ら
れ
ま
す
。
（
要
予

約
）　

お
気
軽
に
ご
来
所
又
は
お
電
話
く

だ
さ
い
。

◆
問
合
わ
せ
先

　
長
岡
労
政
事
務
所

　
長
岡
市
四
郎
丸
町
1
7
1
2

　
新
潟
県
長
岡
総
合
庁
舎
3
階

　
盈
0
2
5
8
1
3
7
1
6
1
1
0

灘
繋
圏
識
・
翼
蚕
羅

製
ー
團
談
・
薪
鑑
謙
，

．
暦
の
翰
猿
縫
簿
蜷
蕪

　
平
威
樋
蕪
度
糎
農
業
圃
誌
・

フ
灘
謎
繊
ー
田
誌
・
新
農
蒙
癒
灘

斡
雄
鱒
灘
琶
謙
魏
希
望
謹
繕
懸

叢
は
．
離
鑑
蕊
磯
金
懸
縷
捲
参
の

叢
、
璽
塁
癒
役
場
農
撚
課
叢
響
欝

鱒
懸
《
躍
欝
輪
、

◆
価
格

・
農
業
日
誌
・
フ
灘
蕊
毅
ー
圏
誌

　
　
　
　
董
，
羅
◎
◎
周
騰
税
逡
馨

・
新
農
蒙
暦
　
＄
＄
愈
蘭
燐
税
遜
》

◆
閥
含
わ
せ
先

　
中
璽
載
役
場
農
林
課

　
纏
㊤
3
i
＄
茎
墨
－

　
　
　
　
　
　
　
燐
内
線
璽
2
葱

8
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月
公
罠
館
主
催
ス
ポ
匿

ツ
大
会
参
加
墾
璽
ム
募
集

　
公
民
館
で
は
、
次
の
各
種
大
会
の

出
場
希
望
チ
ー
ム
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
奮
っ
て
こ
応
募
く
だ
さ
い
。

《
螺
塁
ユ
ニ
琳
ッ
ケ
量
弐
会
》

◆
開
催
日
　
H
月
裕
日
出

◆
会
場
村
民
体
育
館

◆
申
込
締
切
　
1
1
月
1
4
日
㈲

《
囎
婁
車
球
犬
会
》

◆
開
催
日
　
H
月
1
7
日
㈹

◆
会
場
田
沢
小
体
育
館

◆
申
込
締
切
　
H
月
裕
日
囲

《
螺
塁
躍
珍
葺
ボ
ー
ル
茨
会
》

◆
開
催
日
　
1
1
月
1
7
日
㈹

◆
会
場
村
民
体
育
館

◆
申
込
締
切
　
1
1
月
1
5
日
囲

◎
問
合
せ
先

中
里
村
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

盈
6
3
1
3
1
1
1

隔8目憾「いい歯の目」
日「いい歯の日」に5歳児・12歳児のむし歯のない子23名

れました。皆さんも歯の健康に気をつけて年2回は歯科健

ましょう。表彰された方は以下の通りです。

　　”漏8即3「いい歯の日」
　H月8日「いい歯の日」に5歳児・12歳児のむし歯のない子2：

が表彰されました。皆さんも歯の健康に気をつけて年2回は歯季

診を受けましょう。表彰された方は以下の通りです。

◎5歳児

　石澤比奈子、南雲聖、村山泰寛、樋口芳信、藤ノ木あかり、

　石澤有紗、桑原ほのか、樋口千春、竹藤澄水、井之川大樹

◎12歳児　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　池田拓、江口俊貴、小林由佳、関谷千里、　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　高橋奈々、南雲俊幸、樋口健輔、船木康平、

　渡邉駿太郎、大島茜、山田智大、南雲圭太、羽鳥光太郎　　○

　～11月12日㈹・19日㈹幼児歯科健診を受ける方へ～

　　・普段使っている歯ブラシを持ってきてください。－

　　・汚れてもいい服装できてくださ、い。

『
雪
原
力
ー
ニ
バ
ル
2
0
0
3
』

出
店
参
加
者
募
集
”
”

来
る
3
月
8
日
出
に
、
な
か
さ
と
清
津
ス
キ
ー

場
で
『
ヴ
ィ
・
リ
ゾ
ー
ト
中
里
雪
原
力
ー
ニ
バ
ル

2
0
0
3
』
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
雪
原
力
ー
ニ
バ
ル

の
『
食
の
の
れ
ん
街
』
に
出
店
す
る
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
締
切
　
H
月
2
2
日
働

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先
　
役
場
企
画
観
光
課

忠
6
3
1
3
1
1
1

　
正
し
い
保
険
で
、
安
心
治
療
。

　
労
働
災
害
の
受
診
は
労
災
保
険
で

　
労
働
災
害
に
健
康
保
険
は
使
え
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
労
働
災
害
（
休
業
－
日
以
上
）
が
あ
っ
た

場
合
は
労
働
基
準
監
督
署
に
「
労
働
者
死
傷
病
報
告
」

の
提
出
が
必
要
で
す
。

，
詳
し
く
は
、
十
日
町
労
働
基
準
監
督
署
（
盈
5
2

－
2
0
7
9
）
ま
で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

騒麟騒謹

轍｛山田祐蜘干溝

鰭／村山㌫／堀之内

繍／笠原繋美睾／上山

健｛鈴囎享／下山

￥｝
蓋
熱
鼠

芋　川
塩沢町

獲灘
介
美

　
霧
啓
明

　
　
津
橋

　
　
根
高

　
　
｛

羽
獣
轡
俣
特

鷹
津

一
子

昭
亜

巻
部

藤
磯

｛

『
　
　
倉
如

、
、
叢
酬
）
）

　
　
ワ
’
　
　
1

　
鐵
　
8
　
7

　
騨
灘
　
　
（
　
（

　
　
ト
春

　
　
田
沢

　
　
島
石

地
屋

瀧澤ムメノ（95）重

森トシ（94）荒

※掲載を希望しない方は届け出の際に
　申し出てください。

今月の納税と振替日

（12月2日）

（12月2日）

（12月2日）

（12月2日）

（11月25日）

■村県民税

■国保税
■介護保険料

■保　育　料

■上下水道

㊥行政相談員の“ご存じですか？”匝到⑪

　今回はH13年の改善事例をご紹介します。

○登記所の昼休み時問における窓口業務の実施（登記簿謄本の

　申請、交付など）

○国立大学病院における診療費納付方法の多様化（窓口での現

。糊羅盤鑑簸智等、の交換響

鐵灘蕪隷の鞭鎌
　懸灘戯欝灘麹翻鎌i累謙1

繋傷　　　　者………………37人

広報なかざと平成14年11月10日9
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／11月15日～12月5日＼
暮二》しσ》プ㌧しングー

15働
心配こと相談（南雲勝男）固デイサービス

センター　◎13：30～16：00

16出
中里ユニホッケー大会　固中里村民体育館

◎8：30～

17（日）

ドーム中里き☆ら・ら定期投影固ユーモ
ーノレ　　◎11：00～11：40

中里卓球大会　固田沢小学校体育館

◎8：30～

中里パレーボール大会團中里村民体育館
◎8：00集合

18（月）

19㈹

全血献血　固総合センター
◎10：00～12：00、13：00～15：00受付

幼児歯科健診　固総合センター
◎9：30～10：30受付

20㈱

遊びの教室　固総合センター
◎9：30～10：00受付

補聴器相談（リオン）固役場
◎13：45～14：00

21（木》

22働

心配こと相談（村山篤稔）固デイサービス

センター　◎13：30～16：00

行政相談　固老人福祉センター
◎13：30～16：00

23㈲

24（日） ドーム中里き☆ら・ら定期投影固ユーモ
ーノレ　　◎11：00～11：40

25（月） 補聴器相談（キコエ）固役場
◎15：30～16：00

26㈹

27㈱
28体）

29働
心配こと相談（廣田和子）固デイサービス
センター　◎13：30～16：00

30CD
1（日） ドーム中里き☆ら・ら定期投影固ユーモ

ーノレ　　◎11：00～11：40

2（月）

3㈹

4㈱ 乳幼児身体測定・健康相談　固保健センタ
ー　◎9：30～11：00受付

5休）

灘糞薫載愚霧饗鰹諺機諜慧i、縫i爾⑱際懸i確認蓬

　　　　　　　　　　　　　　　灘願騨鞍謙難。
レ　◎　四

10月末現在（）は前月比

男3，211人（一2）
女3，218人（一2）
計6，429人（一4）
　　1，699　　（±　0）

●人ロ

●世帯数

農
業
所
得
申
告
の

　
　
　
　
　
　
　
　
お
願
い

　
役
場
で
は
毎
年
1
2
月
1
0
日
ご
ろ

「
収
入
金
額
等
の
お
尋
ね
」
を
農
家

に
配
布
し
、
1
月
1
0
日
ま
で
に
提
出

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
昨
年

よ
り
農
業
収
入
か
ら
一
定
の
経
費
を

差
引
く
「
経
費
目
安
割
合
」
方
式
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
来
は
収
支

計
算
を
し
て
い
た
だ
く
の
が
望
ま
し

い
姿
で
す
。

　
平
成
1
5
年
度
の
申
告
に
当
た
り

ま
し
て
は
、
昨
年
農
業
収
入
が

4
0
0
万
円
以
上
の
方
は
、
税
務
署

よ
り
「
収
支
計
算
の
手
引
」
が
送
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
必
ず
収
支
計
算
で

申
告
し
て
く
だ
さ
い
や
な
お
、
今
回

か
ら
収
支
計
算
で
申
告
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
役
場
に
「
計
算
収
支
の
手

引
」
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

◎
販
売
代
金
等
の
資
料
は

　
大
切
に
保
管
を
！

　
J
A
十
日
町
・
米
集
荷
業
者
や
土

地
改
良
区
か
ら
の
資
料
は
、
申
告
時

大
切
で
す
の
で
き
ち
ん
と
保
管
を
お

願
い
し
ま
す
。
特
に
J
A
十
日
町
の

発
行
す
る
「
販
売
代
金
集
計
表
」
は
、

大
切
に
保
管
し
、
申
請
時
に
乙
利
用

く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先

　
中
里
村
役
場
税
務
課
住
民
税
係

　
E
6
3
－
3
1
1
1

精
神
保
健
福
祉
講
座

◆
日
時
・
内
容

・
1
日
目
　
辺
月
1
2
日
㈱

　
　
　
　
　
1
3
時
3
0
分
～
』
1
6
時
3
0
分

　
「
ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
つ
き
あ
う

　
　
に
は
」

　
「
精
神
疾
患
を
知
る
～
統
合
失
調

　
　
症
、
躁
欝
病
～
」

・
2
日
目
　
1
2
月
1
8
日
㈱

　
　
　
　
　
1
3
時
3
0
分
～
裕
時

　
「
精
神
障
害
者
の
た
め
の
福
祉
制

　
　
度
、
社
会
資
源
を
知
る
」

　
「
当
事
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

◆
会
　
場

　
津
南
町
役
場
3
階
大
会
議
室

◆
主
　
催

　
新
潟
県
十
日
町
健
康
福
祉
事
務
所

11／17 池　田　医　院葎爺翻

冨11／23 第二藤巻医院甜冒悌
7勺

一11／24
①山口医院葎講嵩
上　村　病　院群量霜

12／1 川西町診療所甜冒悌

　
先
日
の
芸
能
祭
、
艶
や
か
な
衣
装
を
身

に
ま
と
っ
た
出
演
者
た
ち
の
踊
り
や
唄
な

ど
を
拝
見
い
た
し
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
忙
し
い
合
間
を
縫
っ

て
練
習
し
て
き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
特
に
私
の
心
を
捕
ら
え
た
の

が
『
清
津
峡
樽
ば
や
し
』
。

　
樽
を
太
鼓
の
よ
う
に
叩
い
て
音
を
出
す

の
で
す
が
、
思
っ
た
よ
り
も
音
に
『
丸
み
』

が
あ
る
。
し
か
し
木
の
樽
を
木
の
棒
で
叩

く
の
で
す
か
ら
、
「
カ
カ
カ
ヵ
」
と
『
硬

い
』
音
。
硬
い
音
の
た
め
に
、
一
つ
ひ
と

つ
の
音
が
は
っ
き
り
と
聞
こ
え
る
た
め
、

合
奏
の
中
で
タ
イ
ミ
ン
グ
を
は
ず
し
て
し

ま
っ
た
ら
（
た
と
え
そ
れ
が
刹
那
の
ズ
レ

で
も
）
、
そ
れ
が
は
っ
き
り
聞
こ
え
て
し

ま
い
ま
す
。

　
清
津
峡
小
学
校
の
児
童
12
名
は
、
心
を

ひ
と
つ
に
し
て
見
事
に
や
り
遂
げ
ま
し

た
。
日
頃
の
練
習
の
成
果
。
正
直
、
感
動

し
ま
し
た
。


